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被　服　165

衣服 のゆ とり量 の 検討　　 － モアレ 法に よ る衣服 空隙 量－　 （ 第 ２報 ）

椙山女 学園 大家 政　 Ｏ中 保 淑子　 冨田 明 美

目的　 衣服のゆとりに関し ては，種々の角度から研究されてい るが， ゆとりを人体と衣服と

の空隙状況から追求し た ものは数少ない。 私た ちは，モアレ法によれ ば，人体 と衣服との空間

的位置関係が把握でき， かつ，パ ターンに組み入れたゆとり量が着装時 に人体形態とどの様に

かか わるかが解明できると考えた。第１報＊では， 生体を 復元し た石膏像を基体とし てモアレ

撮影の妥当性を検討し，体幹上部におけ る空隙量の基礎的デ ータを得た。引続き今 回は，生体

への応用を試み，被服の形態による空隙 の変化状況について検討し たので報告する。

方法　 実験装置：格子投影型モアレカメラF  M  －8   0 ．実験基体：成人女子２名 の生体とそ

れを元に人体の左右非対称性を排除して作成し た発泡 スチロールによる体幹像１一体。実験用衣

服 ＝基本の体表面を雲竜紙法により採取して平面に展開し た もの（ 皿とりゼロ ）JTo.  1。後肢点

直下線に ゆとり量を導入し た もの高。2 ,  屁3  ． 前・後 肢点 直下線にゆとりを導入した もの/To. 4

の４種。衣服形態 り由なし胴 部衣服および袖付ウェスト 切替 ワンピ ース。 そして， 体表面 と衣

服表面に現れたモアレ縞から求めた等変形線よ り空隙量 を算出した。

結果　 人体と衣服との空隙状況は， 着衣基体の形 態が影響を及ぼすことが認められ，生体で

は，い ずれの ゆとり量設定において も左右非対称の空 隙量が得られた。　m. 1 のゆとり量をゼロ

とし た場合で も，着装時の前面では12 ～18 ran の空隙が生じ，さらに，ゆとりをパターン上で

後面のみに入れた場合で も, 前面で の空隙量が増加す ることが認められた。

＊昭和es年度　日本家政学会中部支部総会報告）。

B 122　　衣服間隙測定に関する研究

お蕨のTK女大家政　○横尾淑子　石川欣迪

目的　衣服閤隙は,  衣服の快速性なr 着用機能iり; き< 寄ぷｰする因子である。着衣状鮨

における直接的な測 定法乙しては。従来より触針法がm いら れてい･I) 吟 皮膚 訓易つける，
針 の坤入が困難等の間題£抱 えている。そこで本研究では，ﾒ，抹に無害な方法とし て威t)

の利 用＆試 み, その澗用性について検討左行 った。

方法　理論的には，磁 力は距離の２衆に反比例 ずる。また，荷奎変換器では，入力であ

る荷重と出 ﾌﾟﾌ亀圧は比例する。ゆえに，この変換器£用いて磁 刀で加重する（ 変換器の可

動片び磁石に引 かれる）ならば, その時の出力剱圧から距離 を求釣ら れる。以下にその手
順を示す。

1. 距離とt: 阻の関係左示 すグラフ£作成 する。

2. 復元石膏槽 本の計測点に磁石 左貼付レ 実験服を着用させる。

3，変 器の可動片の先端び実験服に触れた時の電ﾉ王を読 み，アラブより距離 左求める。

i､re, 他の直接レ 間接的な方法 で間隙測定を試み，今回の方法との比較を行っre。最後

に人体での計測の可能性を検討しre

結果　 ・今回の方法でヽは，間に存在する布地 の素材や吉水量の影響を受 けずヽに測ｔ で'5
る 。 ・石膏標本 £用いての計測によ‘I, 着和 犬態での衣服の接it, 遊離状態，間隙量の

片寄りを把むこ乙ができる。まμ ，他15  法乙のに較の結果，同程度 の信頼性は期待 で' きる

乙判断 でさる。　 ・人ｲ本でヽの計測£叔 みた力ら 生理的学因, 技術的間li  ∩旨剥点の不明確

さ等j から値 のちらぽりが大きい。


